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１．緒言 

 

バレイショ品種「さんじゅう丸」21）は，ジャガ

イモシストセンチュウ抵抗性でジャガイモそうか

病に強く，多収で外観品質が良いことから，長崎

県内で約 146ha（2017 年）の作付けがある 24）．一

方で，本品種は，秋作普通栽培において植付け後

に一部が出芽せずに欠株となる問題点が生産現場

で指摘されている（写真 1）．本品種の更なる普及

のためには，出芽の安定化を図ることが必要とな

っている．本県では，秋作用の種いもは 5 月頃に

収穫し， 6～ 8 月に常温で貯蔵し， 8 月下旬～ 9

月頃に植付けるのが一般的であるが 22），「さんじ

ゅう丸」の欠株は，種いも貯蔵中，種いも切断後

植付けまでの期間および植付け後にそれぞれ異な

る原因があると考えられた． 

 

 

写真１ 秋作普通栽培における植付け後の欠株 

 

秋作での欠株を招く種いも貯蔵中の原因として

は，休眠明けの遅れや，芽が伸びない不萌芽が考

えられる．まず，種いもは，通常，貯蔵期間中に

休眠が明けるが，「さんじゅう丸」は植付け前にな

っても休眠が明けていない塊茎が見られ（写真 2），

それを植付けることが欠株の原因の 1 つとなっ

ていると推察した．種いもを常温貯蔵する場合， 7

～ 8 月には最高気温が 30℃以上に上昇しており，

高温のために種いもの休眠が明けにくくなってい

ると考えられた．一方，「ニシユタカ」や「デジマ」

では，高温のために秋作用種いもの休眠が明けに

くい現象は見られないが，夏期の 22℃定温貯蔵に

より，休眠期間が短縮する傾向である 20）．このこ

とから，「さんじゅう丸」の種いもにおいて， 4℃

または 22℃の定温貯蔵により 7～ 8 月の高温を

回避することを試みた． 

 

  

写真２ 植付け前の種いも 

（左：「ニシユタカ」，右：「さんじゅう丸」） 

 

種いも切断後および植付け後に欠株を生じる原

因としては，種いもが腐敗することに起因してい

ると推察した．「さんじゅう丸」は，「ニシユタカ」

や「デジマ」と比較してでん粉価が低い 21）ために，

種いもの切断面がコルク化しにくいことや，切断

後の温度が雑菌の繁殖に好適な条件であることが

種いも腐敗の原因と推測された．また，植付け後

は地温が高いと種いもの腐敗が多く出芽率が低下

する 15）．湿潤地では乾燥地より地温が低いことか

ら 29），地温を降下させる方法としては灌水処理が

考えられる．そこで，本試験では，種いも切断面

へのケイ酸資材粉衣処理，種いも切断後の 22℃定

温貯蔵処理および植付け後の灌水処理について検

討した．さらに高い効果を得るために，ケイ酸資

材粉衣処理および灌水処理を併用することによる

欠株および種いもの腐敗の軽減効果の検討を行っ

た．また，「さんじゅう丸」の種いもが腐敗しない

よう，種いもを切断せずに植付けた場合には，灌

水処理を行うと増収効果が認められている 26）が，

種いもを切断して植付けた場合の収量性について

検討した． 
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２．材料および方法 

 

1) 種いもの貯蔵条件による休眠明け促進 

本試験は，2013～14 年に当センター貯蔵庫およ

び圃場（長崎県雲仙市）で実施した．供試品種は

「さんじゅう丸」とし，場内春作産（ 5 月下旬収

穫）の種いもを用いた．種いもは 6 月末まで常温

貯蔵し，その後の 7～ 8 月は 4℃，22℃，30℃の

定温および常温，もしくは 7 月 4℃・ 8 月 22℃， 

7 月常温・ 8 月 22℃とした． 9 月は，いずれの処

理区も上旬の植付け時まで常温で管理した（表 1）．

貯蔵温度の 4℃は冷蔵貯蔵による高温回避，22℃

は休眠明け促進 20），30℃は 7～ 8 月の平均気温の

平年値として設定した．貯蔵期間中に休眠明け（塊

茎の芽長が 5 ㎜以上）した塊茎率および休眠明け

日数（調査塊茎の半数が休眠明けに要した日数）

を調査した．以上の各条件で，貯蔵後の種いもは

休眠明けしたものを切断せずに 9 月上旬に植付

け，施肥量（kg/a）は N-P2O5-K2O=1.40-1.12-0.84，

栽植密度は 666 株/a（畦間 60cm×株間 25cm）と

し，12 月上旬に収穫した．出芽率，出芽期（出芽

した株が調査株の半数を超えた日）および収量を

調査した． 

 

5月 6月 7月 8月 9月
 4℃  4℃
 4℃ 22℃
22℃ 22℃
常温 22℃
常温 常温
30℃ 30℃

表１　試験区の構成

収穫 常温 植付

 

 

2) 種いもの切断面へのケイ酸資材粉衣処理およ

び処理後の保管温度 

 本試験は，2013～14 年に当センター貯蔵庫およ

び圃場（長崎県雲仙市）で実施した．供試品種は

「さんじゅう丸」とし，県内春作産の種いもを 7

～ 8 月に 22℃で貯蔵して休眠明けを促進したも

のを用いた．種いもの切断直後に，乾燥資材とし

て近年利用が推奨されている 18）ケイ酸資材（㈱サ

ングリーンオリエント製，じゃがいもシリカ）を

種いも切断面に均一に粉衣した．その後，22℃，

26℃，30℃および常温に貯蔵し，切断 1～ 4 日後

の腐敗率（（一部でも腐敗した塊茎数／全調査塊茎

数）× 100）および消耗率（切断前の種いも重量

からの減少率）を調査した（表 2）．なお，2014

年においては，切断面にケイ酸資材を粉衣する労

力を省くため，切断した塊茎の上からケイ酸資材

20g／kg をふりかけて粉衣ムラがある状態（簡易

粉衣）の試験区を設けた． 

また，ケイ酸資材を粉衣処理した種いもおよび

無処理の種いもを慣行植付け時期である 9 月上

旬（以下，慣行植え）および生育期間を長く確保

するための早植え時期である 8 月下旬（以下，早

植え）に植付けた（表 3）． 

 

切断面への
ケイ酸資材
粉衣処理

処理後の
保管温度

22℃
26℃
30℃
常温
22℃
26℃
30℃
常温

表２　試験区の構成

有

無

  

植付け
時期

切断面への
ケイ酸資材
粉衣処理

有

無

有

無

表３　試験区の構成

早植え

慣行
植え

 

 

3) 植付け後の灌水による種いも腐敗軽減 

前項においてケイ酸資材を粉衣しない無処理区

で，植付け後に灌水する試験区を併せて設定した．

灌水は灌水チューブ（三菱樹脂アグリドリーム㈱

製，エバフロー）を用いて行い，灌水量は 1 回あ

たり 2t/a，灌水日は，土壌水分測定器（（株）藤原

製作所製 TDR- 341F）で測定した土壌水分量が圃

場容水量の 60％，45％および 30%を下回った日と

した（表  4）．施肥量（kg/a）は N-P2O5-K2O= 

1.40-1.12-0.84，栽植密度は 1333 株/a（畦間 60cm

×株間 12.5cm）とした．植付けた後は出芽期およ

び出芽率を調査し，植付けから約 1 か月後に種い
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もを掘り上げて腐敗率および茎葉重を調査した． 

60%
45%
30%
無
60%
45%
30%
無

z灌水区は，圃場容水量が各％を
下回った日に2t/aを灌水

表４　試験区の構成

植付け
時期

灌水
頻度

早植え

慣行植え

 

 

4) 種いもの切断面へのケイ酸資材粉衣処理およ

び植付け後の灌水の併用による種いも腐敗軽減 

本試験は，2016～17 年に，ケイ酸資材の粉衣処

理と灌水処理を併用する試験区を加え，11 月下旬

まで栽培し，収量性を調査した．栽植密度は 666

株/a（畦間 60cm×株間 25cm）とした．灌水日は，

出芽期までは土壌水分量が圃場容水量の 60％，

45％を下回った日とし，出芽期以後はいずれも

45%を下回った日とした（表 5）．その他の栽培条

件は前項 2）および 3）と同様とした． 

 

60%

45%

無

60%

無 45%

無

60%

45%

無

60%

無 45%

無
z灌水区は，圃場容水量が各％を
下回った日に2t/aを灌水

慣行
植え

表５　試験区の構成

植付け
時期

切断面への
ケイ酸資材粉衣処理

灌水
頻度

早植え

有

有

  

 

 

３．結果および考察 
 

1) 種いもの貯蔵条件による休眠明け促進 

7～ 8月に常温で種いもを貯蔵すると，2013年の植

付け直前における休眠明け率は 40％で，出芽率は 83％

であった（図 1， 3，写真 3）．2014 年は 7～ 8 月の

平均気温が平年より低く，植付け前に概ね種いもの休

眠が明け，出芽率は 100％であった（図 2， 4）． 7～ 8

月に 30℃で貯蔵すると， 2ヵ年とも種いもの休眠明け

率および出芽率が低かった（図 1， 2， 3， 4，写真 3）． 

7～ 8月に 4℃で貯蔵すると， 2ヵ年とも 8月末まで

種いもは休眠明けせず， 9月上旬の常温貯蔵下で休眠

明けし，休眠明け率は 67％，出芽率は 100％で，上い

も重（欠株率の反映なし）は 7～ 8 月に常温で貯蔵す

るより重い傾向だった（図 1， 2， 3， 4， 5，写真 3）． 

7 月の貯蔵温度にかかわらず 8 月に 22℃で貯蔵すると，

休眠明け率は 100％で，概ね出芽し，上いも重は 7～ 8

月に常温で貯蔵するより重い傾向だった．特に，2013

年では 7～ 8月に 22℃で貯蔵すると，休眠明けおよび

出芽までの日数が 7～ 8 月に常温で貯蔵するより有意

に短かった（表 6， 7）． 

以上により，「さんじゅう丸」の種いもを 7～ 8月に

30℃で貯蔵すると休眠明けしにくく，植付け後の出芽

率が低くなるが，7～ 8 月に 22℃で貯蔵すると休眠明

けが早まり，出芽率が高くなった．このことから，貯

蔵中の高温により休眠が明けにくくなることが植付け

後の欠株の原因と示唆された．また，生産現場の一部

で行われている 4℃での貯蔵は休眠明けを抑制し，出

芽を遅らせるため， 8月は 22℃で貯蔵し休眠明けを促

進する方が良いと考えられる．宮本ら 14），16）は，収穫

後 30日頃の処理では高温（35℃）または低温（ 5℃）

で 10日間貯蔵すると休眠明けが促進されるが，収穫後

50～70 日頃の処理では休眠明けが遅くなることを報告

していることから， 8月には高温または低温貯蔵を行

わない方が良いと考えられる．すなわち，生産現場で

行われている貯蔵条件も勘案すると，「さんじゅう丸」

の秋作普通栽培において出芽および収量を安定させる

ための種いもの貯蔵温度は， 7 月は 4℃～常温の範囲

とし， 8月に 22℃で管理するとよい（表 8）． 
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4℃ 4℃ 116 a
z 113 a

4℃ 22℃ 87 b 84 b

22℃ 22℃ 71 c 69 d

常温y 22℃ 89 b 75 cd

常温 常温 85 b 75 cd

30℃ 30℃ 112 a 82 bc
z
同列異符号間には5％水準で有意差あり

　（Tukey法）
y
常温における7～8月平均気温は，30.2℃

　（2013年），26.7℃（2014年）

表６　貯蔵条件毎の休眠明け日数

貯蔵温度 休眠明け日数
7月 8月 2013年 2014年
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図４ 出芽率の推移（2014年）
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4℃ 4℃ 10/14 a
z 9/29 a

4℃ 22℃ 10/6 b 9/25 c

22℃ 22℃ 10/4 bc 9/26 c

常温 22℃ 10/3 c 9/25 c

常温 常温 10/9 a 9/26 c

30℃ 30℃ 　－y 9/28 b
z
同列異符号間には5％水準で有意差
　あり（Tukey法）
y
出芽しなかった

表７　貯蔵条件毎の出芽期

貯蔵温度 出芽期（月/日）

7月 8月 2013年 2014年

 

 

   
7～8月4℃    7月4℃・8月22℃   7～8月22℃ 

   

7月常温・8月22℃    7～8月常温     7～8月30℃ 

写真３ 貯蔵条件毎の生育の様子 
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5月 6月 7月 8月 9月
4℃
22℃ 22℃
常温

表８　秋作用種いもに適する貯蔵条件

収穫 常温 植付け

 

 

2) 種いもの切断面へのケイ酸資材粉衣処理および処

理後の保管温度 

無処理の種いもの切断後の腐敗は，各貯蔵温度で切

断 1～ 2日後から発生し，常温貯蔵に比べ 22℃では腐

敗率および消耗率が低く，特に消耗率は有意に低かっ

た（図 6， 7， 8， 9）．2014年では腐敗開始時期も遅

かった（図 7）．切断面へケイ酸資材粉衣処理した種い

もは，各貯蔵温度とも腐敗が見られず，常温貯蔵と比

べ 22℃では消耗率が低かった（図 6， 7， 8， 9）． 

無処理の種いもの植付け後の腐敗率は，各植付け時

期とも 95％以上と高かった．腐敗調査では腐敗程度に

かかわらず一部でも腐敗した種いも数を計数している

が，2013年では出芽への影響が大きく，出芽率が低か

った（図 10，11）．切断面へケイ酸資材粉衣処理した種

いもの腐敗率は有意に減少した．2013年の慣行植えで

は出芽率は有意に高かった（図 10，11）． 

以上により，種いもの切断面へのケイ酸資材粉衣処

理により，種いも切断後の貯蔵中の腐敗を抑制でき，

さらに種いもを 22℃で貯蔵することで消耗も抑制でき

ることが明らかになった．また，種いもの切断面への

ケイ酸資材粉衣処理により，植付け後の腐敗も抑制で

き，出芽率も高くなった．さらに，早植えしても欠株

を少なくできる． 

ケイ酸資材を簡易に粉衣した場合，貯蔵中の腐敗は

発生しなかったが，植付け後の種いも腐敗率は，早植

えの場合には，丁寧に粉衣した場合と比べて有意に高

かった（表 9）．したがって，ケイ酸資材は種いもの切

断面に丁寧に粉衣し，付着ムラがないようにする必要

がある． 

 

 0

10

20

1 2 3 4

腐
敗

率
（

％
）

切断後日数

図６ ケイ酸資材粉衣処理，貯蔵温度の

違いによる種いもの腐敗状況（2013年）
z同符号間に5％水準で有意差なし（Tukey法）

ケイ酸・各温度 無処理・22℃
無処理・26℃ 無処理・30℃
無処理・常温

（日）
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図７ ケイ酸資材粉衣処理，貯蔵温度の

違いによる種いもの腐敗状況（2014年）
z異符号間には5％水準で有意差あり（Tukey法）

ケイ酸・各温度 無処理・22℃
無処理・26℃ 無処理・30℃
無処理・常温

（日）
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図８ ケイ酸資材粉衣処理，貯蔵温度の

違いと種いもの消耗率（2013年）
z異符号間には5％水準で有意差あり（Tukey法）

ケイ酸・22℃ ケイ酸・26℃
ケイ酸・30℃ ケイ酸・常温
無処理・22℃ 無処理・26℃
無処理・30℃ 無処理・常温

（日）

az

ab

bc

c

cd

de

e

e

 

 



バレイショ「さんじゅう丸」の秋作普通栽培における出芽安定技術 

             

 

  

 0

10

20

1 2 3 4

消
耗
率
（
％
）

切断後日数

図９ ケイ酸資材粉衣処理，貯蔵温度の

違いと種いもの消耗率（2014年）
z異符号間には5％水準で有意差あり（Tukey法）

ケイ酸・22℃ ケイ酸・26℃
ケイ酸・30℃ ケイ酸・常温
無処理・22℃ 無処理・26℃
無処理・30℃ 無処理・常温

（日）
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図10 ケイ酸資材粉衣処理，植付け

時期の違いと種いもの腐敗率
z各年次の植付け時期毎に異符号間には

5％水準で有意差あり（t検定）

ケイ酸 無処理

2013年 2014年
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図11 ケイ酸資材粉衣処理，植付け

時期の違いと種いもの出芽率
z各年次の植付け時期毎に異符号間には

5％水準で有意差あり（t検定）

ケイ酸 無処理

2013年 2014年
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簡易
y 0 a

w 85 a 95 a

丁寧
x 0 a 50 b 85 a

z常温で4日間貯蔵
y
切断した塊茎の上からケイ酸をふりかけて付着ムラがある状態

x
切断した塊茎の切断面に均一に粉衣

w
植付け時期毎に同列異符号間には5％水準で有意差あり（t検定）

表９　ケイ酸資材粉衣方法の違いと種いもの腐敗率

粉衣方法
種いもの腐敗率（％）

貯蔵中z 早植え 慣行植え

 

 

3) 植付け後の灌水による種いも腐敗軽減 

無処理の種いもの植付け後の腐敗率は，各植付け時

期とも 95％以上と高く，2013 年では出芽率が低かった

（図 12，13）．灌水処理により腐敗率が減少するととも

に出芽率が向上しており，特に 60％灌水区では腐敗率

が有意に減少した（図 12，13）．宮本 15），17）は，秋作に

おける出芽揃いの良い植付け時期は，出芽揃いまでの

積算平均気温が 386℃となる時期であり，植付け後の

地温が 1日中 32～36℃の高温になると，種いもはほと

んど腐敗するが， 1日のうちの一定時間 5～25℃の低

温に移して変温処理することで，種いもの腐敗を軽

減・防止でき，移す温度が低いほど出芽率を高めるこ

とができると報告している．また，木村 9）は， 5～30℃

の範囲では温度が高くなるにつれて限界菌量（腐敗さ

せるのに必要な菌量）は少なくなると報告している．

本試験では，灌水により地温は下がり，灌水頻度が多

くなるほど地温が低くなった．特に 60％灌水区では最

大で 4℃程度低下している（表 10）．このことが種いも

の腐敗率の減少に影響していると考えられる．また，

灌水処理により，慣行植えでは両年とも出芽期が有意

に早くなり，特に 60％灌水区で早かった（表 11）． 

以上により，植付け後に圃場容水量が 60％を下回っ

た日に 2t/a を灌水することで腐敗および欠株を抑制で

き，出芽期も前進化できる．さらに，早植えしても欠

株率を低く抑えることが可能となり，出芽期も早いた

め，慣行植えの無処理と比較して生育期間を 3～ 4週

間長く確保できる． 
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図12 植付け時期，灌水頻度の違いと種いもの腐敗率
z植付け時期毎に異符号間には５％水準で有意差あり（Tukey法）

bz

a

c

ab

bc b
bb

aaaa
a

aa

a

 

 

  0

 20

 40

 60

 80

100

60%45%30% 無 60%45%30% 無 60%45%30% 無 60%45%30% 無

出
芽

率
（

％
）

早植え 慣行植え 早植え 慣行植え

2013年 2014年

図13 植付け時期，灌水頻度の違いによる種いもの出芽率
z植付け時期毎に異符号間には5％水準で有意差あり（Tukey法）

a   a    a   a   a   a    a   
a

aaz
a

b

a

a

ab

 

 

 

60%
z

灌水量
（t/a）

地温
（℃）

灌水量
（t/a）

地温
（℃）

灌水量
（t/a）

地温
（℃）

灌水量
（t/a）

地温
（℃）

9/12 4 22.7 2 24.2 2 24.1 2 26.0
9/15 6 23.9 4 25.6 2 26.3 2 27.5
9/18 8 22.1 4 23.1 4 23.1 2 25.1
9/21 8 19.8 4 19.9 4 19.9 2 19.9
9/24 8 22.6 4 22.9 4 22.8 2 22.8
9/27 10 21.4 4 23.6 4 24.2 2 24.3
9/30 12 21.4 6 21.7 4 22.6 2 22.3
10/3 12 21.3 6 22.0 4 22.8 2 22.6
10/6 14 18.9 6 20.1 4 20.7 2 20.3
10/9 14 19.1 6 19.6 4 21.9 2 21.4

z
土壌水分量が圃場容水量の60％，45％および30%を下回った日

調査日
（月/日）

表10　生育期間中の総灌水量と日平均地温の推移（2014年・慣行植え）

45% 30% 無灌水

 

 

60% 9/12 b
z 9/10 b

45% 9/13 b 9/13 a

30% 9/15 ab 9/14 a

無 9/19 a 9/13 a

60% 9/21 b 9/21 b

45% 9/26 b 9/21 b

30% 9/23 b 9/22 b

無 10/8 a 9/27 a
z
植付け時期毎に同列異符号間には
 5％水準で有意差あり（Tukey法）

慣行
植え

表11　植付け時期および灌水
　　頻度の違いと出芽期

植付け
時期

灌水
頻度

出芽期（月/日）

2013年 2014年

早植え

 

 

4) 種いもの切断面へのケイ酸資材粉衣処理および植

付け後の灌水の併用による種いも腐敗軽減 

植付け時期，切断面へのケイ酸資材粉衣処理および

灌水頻度の違いによる種いもの腐敗および初期生育に

ついて表 12 に結果を示した．欠株率は，早植えでは，

ケイ酸資材粉衣処理の有無にかかわらず，灌水処理を

行うことにより無灌水の場合と比較して有意に低くな

った．慣行植えでは有意差は認められないが同様の傾

向が見られた．種いもの腐敗率は，植付け時期にかか

わらず，ケイ酸資材粉衣処理・灌水区（60%，45%）は

無処理・無灌水区より有意に低かった．出芽期は，早

植えでは種いも切断面へのケイ酸資材粉衣処理をした

場合，灌水処理は無灌水と比較して有意に早くなり，

それに伴い茎葉重も有意に多かった．ケイ酸資材粉衣

処理をしない場合も同様の傾向であった．慣行植えで

は各処理区の出芽期および茎葉重とも概ね同等であっ

た．種いもの腐敗率は種いも切断面へのケイ酸資材粉

衣処理の効果が高く，欠株率，出芽期および茎葉重に

ついては灌水処理の効果が高かった．前項 3）の結果と

比較すると，本試験ではケイ酸資材粉衣処理または灌

水処理の単独での種いも腐敗軽減効果は低かった．こ

れは，本試験においては植付け後に周期的に降雨があ

ったためと考えられるが，このような気象の場合でも

種いもの腐敗を軽減し，さらに欠株の抑制と初期生育

を促すためには，両処理を施すことが望ましいと考え

られる（図 14，15）． 

また，植付け時期，切断面へのケイ酸資材粉衣処理

および灌水頻度の違いによる生育および収量性につい

て表 13に結果を示した．茎長は，植付け時期にかかわ

らず，種いもの切断面のケイ酸資材粉衣処理または灌

水処理を行うことにより長くなる傾向にあったが，茎

数はどの処理区でも概ね同等であった．上いも数およ

び収量は，植付け時期にかかわらず，種いもの切断面

のケイ酸資材粉衣処理または灌水処理を行うことによ

り増加する傾向がみられた．特に，ケイ酸資材粉衣処

理を行ったうえで灌水処理を行うと収量性が有意に増

加した．収量性については，ケイ酸資材粉衣処理と灌

水処理の交互作用は見られなかったものの，ケイ酸資

材粉衣処理，灌水処理とも効果は高かった．上いもの

平均重は，早植えでは無灌水の場合に重い傾向であっ

たが，これは欠株率が高かったために株間が疎になり，

塊茎の肥大が促進されたものと考えられる． 

以上のことから，「さんじゅう丸」の秋作普通栽培で
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は，種いもの切断面にケイ酸資材を丁寧に粉衣し，植

付け後に灌水することにより，欠株および種いもの腐

敗が減少することが示唆された．ケイ酸資材粉衣処理

または灌水処理は単独でも効果はあるが，これらの処

理を併用することで，より高い効果を発揮するものと

考えられる．さらに，ケイ酸資材粉衣処理または灌水

処理により，収量性が向上する傾向にあり，特に，ケ

イ酸資材粉衣処理を行ったうえで灌水処理を行うと収

量性が有意に増加する． 

 

植付け
時期

切断面への
ケイ酸資材
粉衣処理

灌水
頻度

備考

60% 9/10 b
y 3 b 33 c 40 a 併用

有 45% 9/11 b 6 b 38 bc 40 a 併用
無 9/19 a 40 a 76 ab 6 c ケイ酸のみ
60% 9/13 ab 15 b 98 a 29 ab 灌水のみ
45% 9/13 ab 3 b 100 a 23 abc 灌水のみ
無 9/17 ab 42 a 91 a 10 bc 無処理
60% 9/20 a 3 a 54 b 37 a 併用

有 45% 9/21 a 6 a 51 b 29 a 併用
無 9/22 a 20 a 60 ab 32 a ケイ酸のみ
60% 9/21 a 14 a 100 a 36 a 灌水のみ
45% 9/21 a 8 a 95 ab 26 a 灌水のみ
無 9/22 a 16 a 100 a 33 a 無処理

早植え 9/14 18 73 25
慣行植え 9/21 11 77 32
分散分析 **y n.s. n.s. *

有 9/17 13 52 31
無 9/18 16 97 26

分散分析 n.s. n.s. ** n.s.
60% 9/16 8 71 35
45% 9/16 5 71 30
無 9/19 29 82 20

分散分析 ** ** n.s. **
時期*切断面 n.s. n.s. n.s. n.s.

交互作用 時期*灌水 * ** n.s. **
ケイ酸*灌水 n.s. n.s. n.s. n.s.
植付け時期 9.7 1.9 0.6 4.8

寄与率 ケイ酸資材 0.3 0.8 40.6 1.7
灌水頻度 8.9 33.5 1.8 12.7

y**:1%水準，*:5%水準で有意差あり（分散分析），植付け時期毎に同列異符号間には5%水準で

有意差あり（Tukey法）
x
茎葉重は植付けの約1カ月後の種いも腐敗調査時の数値

早植え

無

慣行植え

無

z2016～2017年の平均値

植付け
時期

ケイ酸
資材粉衣

灌水頻度

　　　表12　植付け時期，切断面へのケイ酸資材粉衣処理および
　　　　　　灌水頻度の違いによる種いもの腐敗および初期生育

出芽期
（日）

欠株率
(％)

種いも
腐敗率
(％)

茎葉重x

(g/株)
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植付け
時期

切断面への
ケイ酸資材
粉衣処理

灌水
頻度

備考

60% 50 a
y 2.4 a 4.0 a 286 a 107 abc 9.9 ab 併用

有 45% 47 a 2.3 a 3.8 a 243 a 101 c 9.2 b 併用
無 43 a 1.9 a 3.2 a 164 bc 125 a 11.0 a ケイ酸のみ
60% 50 a 2.5 a 3.5 a 238 ab 118 abc 9.8 ab 灌水のみ
45% 47 a 2.6 a 3.9 a 259 a 107 bc 10.0 ab 灌水のみ
無 44 a 1.8 a 3.1 a 147 c 122 ab 10.1 ab 無処理
60% 45 a 1.9 a 3.4 a 298 a 136 a 9.9 a 併用

有 45% 49 a 2.1 a 3.2 a 271 ab 134 a 10.3 a 併用
無 43 a 2.0 a 3.1 a 208 bc 132 a 10.0 a ケイ酸のみ
60% 45 a 2.0 a 3.3 a 246 abc 132 a 10.2 a 灌水のみ
45% 47 a 2.1 a 2.8 a 231 abc 135 a 10.4 a 灌水のみ
無 40 a 2.0 a 2.6 a 192 c 131 a 10.4 a 無処理

早植え 47 2.3 3.6 223 114 10.0
慣行植え 45 2.0 3.1 241 133 10.2
分散分析 n.s.

y ** ** n.s. ** n.s.
有 46 2.1 3.5 245 123 10.0
無 45 2.2 3.2 219 124 10.1

分散分析 n.s. n.s. n.s. * n.s. n.s.
60% 48 2.2 3.6 267 123 9.9
45% 47 2.3 3.4 251 119 10.0
無 42 1.9 3.0 178 128 10.4

分散分析 ** * ** ** n.s. n.s.
時期*切断面 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

交互作用 時期*灌水 n.s. * n.s. n.s. n.s. n.s.
ケイ酸*灌水 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
植付け時期 4.2 8.7 11.3 2.3 14.4 1.2

寄与率 ケイ酸資材 0.5 0.3 4.1 4.9 0.1 0.3
灌水頻度 17.2 10.5 13.2 41.7 1.5 4.3

     収量（kg/a）=株あたり上いも重（g/株）×植付け株数（666株/a）×出芽率/1000

ケイ酸
資材粉衣

灌水頻度

z2016～2017年の平均値
y**:1%水準，*:5%水準で有意差あり（分散分析），植付け時期毎に同列異符号間には5%水準で有意差あり（Tukey

法）
x収量は以下により算出

でん粉
価
(%)

早植え

無

慣行植え

無

植付け
時期

　　　　　表13　植付け時期，切断面へのケイ酸資材粉衣処理および
　　　　　　　　灌水頻度の違いによる生育および収量性

茎長
(cm)

茎数
(本/
株)

上いも数
(個/株)

収量x

(kg/a)

上いも
の平均
重(g)
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図14 生育期間中の降雨量と灌水量（2016年）
z60%灌水区は図中矢印（ ）の日に，45%灌水区は図中矢印（ ）の日に灌水を実施

上段が早植え，下段が慣行植えの灌水日を示す

降雨量 灌水量

（月/日）
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灌水日
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図15 生育期間中の降雨量と灌水量（2017年）
z60%灌水区は図中矢印（ ）の日に，45%灌水区は図中矢印（ ）の日に灌水を実施

上段が早植え，下段が慣行植えの灌水日を示す

降雨量 灌水量

（月/日）
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慣行
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灌水日

 

 

４．総合考察 

 

「さんじゅう丸」は，秋作普通栽培において，植

付け後に一部の種いもが出芽せずに欠株となる問題

点があるため，本試験では，出芽を安定させる技術

を開発した． 

まず，「さんじゅう丸」の種いもの貯蔵温度は， 7

月は 4℃～常温の範囲とし， 8 月に 22℃で管理する

と，休眠明け，出芽および収量性が安定することが

明らかとなった．次に，種いも切断後は切断面にケ

イ酸資材を付着ムラがないよう丁寧に粉衣処理する

ことで，切断後の貯蔵中の腐敗を抑制でき，植付け

までは 22℃で貯蔵することで種いもの消耗を抑制

できることが明らかとなった．さらに，植付け後は，

圃場容水量が 60％を下回った日に 2t/a を灌水する

ことで，地温を低下させ，欠株および種いもの腐敗

を抑制でき，出芽期以降は土壌水分量が圃場容水量

の 45%を下回った日に 2t/a を灌水することで，生育

を促進させ，収量性を向上できることが明らかとな

った． 

すなわち，「さんじゅう丸」の秋作普通栽培におい

ては，表 14 に示すとおり，種いも貯蔵中から植付け

後まで一貫した種いも管理および栽培管理を行うこ

とで出芽を安定させることができると考えられる． 

 

種いも貯蔵中 植付け後
（7～8月） （9月中旬～10月）

7月：
4℃～常温で

貯蔵
↓

8月：
22℃で貯蔵

切断面に
ケイ酸資材を

粉衣
↓

植付けまで
22℃で貯蔵

圃場容水量が
60％を下回った
日に2t/a灌水

↓
出芽期以降は45%
を下回った日

　　種いも管理および栽培管理条件

表14　「さんじゅう丸」の秋作普通栽培に
おける出芽安定化のための

種いも切断時
（9月上旬）

 

 

今回用いたケイ酸資材は，ゼオライトを主成分と

するが，ゼオライトは空孔の大きい結晶構造をとっ

ており吸湿力が高いため各分野にて乾燥剤として利

用されており 23），塩基の吸着保持力の高さから土壌

改良材としての利用価値も高いとされる 3）．さらに，

ケイ酸資材は野菜苗の生育 28）や作物の耐乾性 5），各

種病害抵抗性 6）を強化する効果も高いと報告されて

いる．近年，長崎県でのバレイショの秋作普通栽培

における種いも腐敗には Fusarium 属菌複数種が起

こすジャガイモ乾腐病が関与する 25）ことが示された

が，ケイ酸塩資材はジャガイモ乾腐病の軽減に効果

的である 11）ことから，ケイ酸資材を粉衣することで，

乾燥作用に抗菌作用が加わり，乾腐病による種いも

の腐敗が軽減されたと推察される． 

灌水による種いも腐敗軽減と出芽促進効果により

出芽期が前進化され，さらに生育促進効果 7），26）が

加わることで高い増収効果が得られたと考えられる．
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ケイ酸資材，ケイ酸塩またはケイ素を土壌に施用す

ると，バレイショの生育が向上し，茎径や茎葉重が

増加するとともに収量が増加する 1），19），27）とされる

ことから，切断面粉衣と併せて土壌施用すると増収

効果がある可能性がある．ケイ酸塩資材を土壌に施

用する場合には，水分ストレスのない状態のほうが

バレイショの収量が増加しやすい 2）ことからも，灌

水処理と併用することが望ましいと考えられる． た

だし，土壌中の可溶性ケイ酸が交換性アルミニウム

の土壌中への溶出を支配することによりジャガイモ

そうか病の発生に影響を与える 30）ことから，土壌に

施用する場合にはそうか病の発生に注意することが

必要である． 

秋作普通栽培では初期生育の良否が収量性に大き

く影響するが 12），日本では平均気温が  100 年で

1.19℃上昇するなど温暖化が進行している 10）．長崎

県でも秋作普通栽培の栽培期間にあたる 8 月から

12 月の最高気温が 30 年前と比較して 3.7℃上昇し

ており，バレイショの生育に適する期間が短くなっ

てきている 13）ため，初期生育の重要性は以前より増

している．近年の気象変動により，大雨の頻度が増

えている反面，降水の日数は減少しており 10），西南

暖地の気候が南西諸島の気候に近づいていると考え

られる．本試験期間において，栽培期間全体として

は平年より降雨が多く，灌水頻度は多くはなかった

ものの，両年とも 1 週間以上ほとんど降雨がない時

期もあったため，灌水による増収傾向もみられた．

ただし，西南暖地の秋作普通栽培では栽培期間中の

気温が高い時や 8 月に早植えして植え付け後に高

温が続くと青枯病が発生する 8）．植え付け後 30 日間

の日平均気温が 24.3℃（積算温度 730℃）以上のと

きに特に多発しやすいとされている 4）ことから，青

枯病抵抗性が中程度 21）の「さんじゅう丸」は青枯病

が発生する圃場で早植えして灌水栽培を行うことは

避けるべきである． 

 

５．摘要 

 

バレイショ品種「さんじゅう丸」は，秋作普通栽

培において，植付け後に一部の種いもが出芽せずに

欠株となる問題点がある． 

「さんじゅう丸」の種いもは，植付け時期になっ

ても休眠が明けないことがあり，それを植付けるこ

とが欠株の原因の 1 つとなっていると推察された

ため，休眠明けを促進する貯蔵温度および期間につ

いて検討し，さらに各種貯蔵後に植え付けた場合の

生育・収量特性について検討した．その結果，種い

もの貯蔵温度は， 7 月は 4℃～常温の範囲とし， 8

月に 22℃で管理すると，休眠明け，出芽および収量

性が安定することが明らかとなった． 

欠株が生じるのは，種いもの切断後の貯蔵中や植

付け後に種いもが腐敗することにも起因していると

推察されたため，種いも切断面のケイ酸資材粉衣処

理，種いも切断後の 22℃貯蔵および植付け後の灌水

処理について検討した．その結果，ケイ酸資材粉衣

処理することにより，切断後の貯蔵中の腐敗を抑制

でき，さらに 22℃で貯蔵することで消耗も抑制でき，

ケイ酸資材粉衣処理した種いもを植付けると，欠株

および種いもの腐敗が減少する．また，植付け後に

圃場容水量が 60％を下回った日に 2t/a を灌水する

ことで地温が低下し，欠株および種いもの腐敗が減

少し，出芽期も前進化できる．特に，ケイ酸資材粉

衣処理と灌水処理を併用することにより，欠株およ

び種いもの腐敗が減少し，収量性が向上する． 
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Summary 

 

The potato variety ‘Sanjumaru’ has a problem that some seeds do not sprout after planting in autumn crop 

cultivation. 

The ‘Sanjumaru’ seed potato may not break dormancy even at the time of planting, and it is assumed that 

planting the seed potato is one of the causes that does not sprout. The storage temperature and period promoted 

were discussed. Furthermore, the characteristics of growth and yield when planted after various storage were 

examined. As a result, when stored at 4 ° C or 22 ° C or normal temperature in July and stored at 22 ° C in August, 

it became clear that dormancy break, sprouting and yield become stable.  

Since it is thought that the lack of stock is caused by rot of the seed potato after cutting or planting after cutting, 

the drying treatment of the cutting surface of seeds and low temperature storage after cutting of the seed cutting, 

irrigation after planting are also considered. As a result, after cutting the potato, the silica coating can reduce the 

rot during storage, and storing at 22 ° C can suppress consumption of the seed, and when the seed is planted, the 

missing plant and the rot of the seed are reduced. In addition, when the field capacity is less than 60%, if the soil 

is irrigated at 2t / a, the soil temperature will decrease, so that missing plant and seed rot will decrease, and the 

emergence period will be advanced. In particular, by combining the drying treatment and the irrigation treatment, 

the missing plant and the rot also decrease, and the yield is improved. 


